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大学における「教養」教育の可能性 

大阪大学コミュニケーションデザイン･センター 
小林傳司 

 
１．自己紹介 
 
２．議論の前提 
「教養」の定義問題に深入りしない 
教養＝教育マイナス選抜：暫定的定義 
 
大学：保守的組織 ＜不易と流行＞ 

マス段階からユニバーサル段階 
 
西洋古典を中心とした読書を通じての人格形成としての「教養主義」1970 年頃に崩壊 

知的エリートの勲章としての「教養」の崩壊 
都市と農村の格差の縮小 
刻苦勉励主義の衰退 
ビジネスのテクノクラート化→教養知から専門知 

 
３．「教養」なるものの可能性 
教養：文化の教育 

適応：実用主義 
超越：理想主義 
自省：懐疑の精神 

 
 
＜今後の検討のためのいくつかの問題提起：網羅的ではない＞ 
 
1・2 年あるいは学部：教養教育 ／ 大学院：専門教育 という分業を疑う 

昼に強く夜に弱い日本の専門家 
大学教育の幹としての「教養」教育 
表現する言葉がない：「新教養」  学部から大学院まで必要 

 
市民性：アメリカのリベラルアーツ ヨーロッパの後期中等教育 

政治的判断力、社交性 
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視野の拡大：他者の声を聞く反省能力（他の分野、大学の外の声） 
 
科学技術リテラシーそして社会リテラシー 
 科学教育だけでよいか（技術は？） 

専門基礎科目ではない科学教育 
科学技術の社会的意味を考える教育の必要性（STS 教育） 

 
情報・メディアリテラシー 

新聞を読まない知性の可能性 
マンガを読む知性の可能性 
ネットを使いこなす知性 

 
知識だけではなく、スキルあるいはコンピテンス 

マネジメント力（cf.社会人基礎力） 
知へのユニバーサルアクセス（生涯学習社会） 
Teaching から learning へ 

 
４．課題 

専門教育との関係 
新「教養」の威信 
担い手の問題（人と組織） 

 
５．大阪大学でのアンケートの紹介 
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